
農業施策と今後の経営意向に関するアンケート調査の概要 

 

調査目的 

川口市の農業者の皆様の現状や今後のご意向を把握し、農業施策を進めていくための

資料として活用することを目的とし、認定農業者を対象に調査を行いました。 

 

調査対象 

川口市が認定している認定農業者 ４１経営体（令和８年４月１日現在） 

 

調査期間 

令和８年６月１５日～令和８年６月３０日 

 

回収結果 

回収数 ３０件 

回収率 ７３．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１部 営農状況について 

現在、販売目的で主に栽培している品目を選んでください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

植木・苗木（庭木・
造園用樹木など）

32%

花き・花木（鉢物、
花壇用苗物、枝物な

ど）
21%盆栽

4%

野菜（施設栽培・
ハウスなど）

11%

野菜（露地栽培）
21%

果樹
9%

その他
2%

植木・苗木（庭木・造園用樹木など） 花き・花木（鉢物、花壇用苗物、枝物など）
盆栽 野菜（施設栽培・ハウスなど）
野菜（露地栽培） 果樹
その他



現在の農業の「経営形態」について教えてください。 

 

 

あなたの農業への関わり方（専業・兼業の状況）について教えてください。 

 

 

家族経営（個人経営）
73%

法人経営（会社法人・
農事組合法人など）

27%

家族経営（個人経営） 法人経営（会社法人・農事組合法人など）

専業農家（農業収入のみ）
23%

第1種兼業農家（農業収入が多い）
20%

第2種兼業農家（農業収入以
外が多い）

50%

主に自家消費のために栽培し、
販売はわずかである

7%

専業農家（農業収入のみ）
第1種兼業農家（農業収入が多い）
第2種兼業農家（農業収入以外が多い）
主に自家消費のために栽培し、販売はわずかである



第２部 今後の営農意向について 

今後（５～１０年後）の農業経営をどのようにしていきたいとお考えですか。 

 

 

（経営規模を拡大したいと答えたかたで）どのような規模拡大をお考えですか。（複数

回答可） 

 

その他のご意見 

制度などを上手く使い、継続性のある安定した事業にしたい。 
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わからない・未定

自分の代で農業をやめたい（リタイアしたい）

農業を誰かに継承したい

経営規模を縮小したい（農地を減らす、栽培品
目を絞るなど）

現在の経営規模・方針を維持したい

経営規模を拡大したい（農地を増やす、新品目
への挑戦、法人化など）
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その他

法人化したい

農業機械・設備を導入したい

新品目へ挑戦したい

農地を増やしたい



現在、あなたの農業を引き継ぐ「後継者」はいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15
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7
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0 5 10 15 20

後継者はいない・全くの未定である

親族ではないが、引き継いでもよいと考えてい
る第三者（従業員など）がいる

将来的に就農する予定の親族（子供など）がい
る

すでに一緒に農業を行っている（または経営を
委譲した）後継者がいる



（ 「縮小したい」「誰かに継承したい」「やめたい」または「後継者はいない」と答えた

かた）その最も大きな理由は何ですか。（最大２つまで） 

 

 

その他のご意見 

後継できる社員を募集、育成中 

固定資産税が多額である 

継続が前提ではない 
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その他

他の収入で生活できるから

農地の周辺環境の変化（宅地化、苦情など）に
より作業がしづらいため

農作業を頼める人（労働力）が確保できないた
め

施設や機械（トラクター等）の更新費用が捻出
できないため

肥料・農薬・燃料などの生産資材が高騰してい
るため

農業だけでは十分な収入が得られない（収益性
の低さ）

自分や家族の高齢化、体力的な不安



第３部 経営課題とコスト高騰への対応について 

昨今の資材・エネルギー価格の高騰に対し、どのような対策を講じていますか。（複数

回答可） 
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その他

特に対策はしていない

設備投資による効率化

栽培品目の変更（低コストなものへ）

肥料・農薬の低減（土壌診断の活用など）

販売価格への転嫁



現在の経営において、最も負担となっているコスト等は何ですか。（最大３つまで） 

 

 

その他のご意見 

税金（固定資産税等） 

農薬 
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その他

農地の点在等による移動・運搬の労力

物流・梱包費

労働力の確保（人件費）

農業機械の維持・更新費

種苗・苗木

肥料・飼料

燃油（加温機、農機具）



第４部 スマート農業・デジタル化の推進について 

スマート農業技術（自動灌水、ドローン、環境制御、販売管理ソフト等）の導入状

況・意向を教えてください。 

 

 

スマート農業やデジタル機器の導入を進める上での「一番の壁」は何ですか。 
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関心がない

関心はあるが、導入予定はない

導入を検討している

導入したが、使いこなせていない

すでに導入し、活用している
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そもそも何から始めていいか分からない

ネット環境などのインフラが未整備

操作方法や設定が難しそう（サポート不足）

現在の経営規模では必要性を感じない（手作業
で十分）

自分の農地や品目に対する費用対効果が不明

導入コスト（初期投資）が高い



第５部 支援制度（補助金）について 

市の既存の農業者向け補助金に対する意見・課題を教えてください。 

 

その他のご意見 

補助金制度を知っていても対象がよくわからない。周知出来ていない。 

受付期間が短く、知ってからだと対応しづらい。 

導入後に補助金の事を知ることが多い。 

植木生産、販売に対する制度が少ない。また、使いづらい。 
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その他

市の補助金制度があることを知らなかった

手続き（書類作成）が複雑で面倒

補助率・補助額が低く、メリットを感じない

対象要件が厳しい・限定的すぎる

補助対象メニューが自分のニーズと合わない

補助金制度に満足している



今後、市に新設・拡充してほしい補助金はどのようなものですか。（最大３つまで） 

 

その他のご意見 

農地改善、修復費用 

圃場整備への補助金（荒廃農地が増えているため） 

経営に関して外部との意見を交換したい。同じ業種にいると井の中の蛙になりやす

い。自分の常識が非常識であれば、気づくきっかけが欲しい。 

市内の農業発展に結び付くであろうイベントへの補助金 
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その他

スマート農業機器（ドローン、自動操舵、環境
制御等）の導入補助

新規就農や後継者育成に関する補助金

燃料（ハウス暖房機や農機具など）の購入に対
する補助

肥料・農薬・飼料などの生産資材購入費に対す
る補助

ビニールハウス等の施設整備・修繕費に対する
補助

農業機械・設備の導入費に対する補助



第６部 市民との交流、地産地消・販路拡大、その他意見・要望について 

市民（消費者）との交流や、農業の機能（景観・教育・防災等）の維持についてどの

ようにお考えですか。（複数回答可） 
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栽培に専念したいため、市民との交流活動等は
特に予定していない

障がい者等の就労支援（農福連携）に協力した
い

避難場所や井戸など防災農地として活用・協力
を行いたい

伝統的な植木文化の継承や、緑化啓発活動に関
わりたい

小中学校等の食育活動や、農業体験の受け入れ
に協力したい

収穫体験や農園開放（観光農園など）を積極的
に行いたい



現在の主な「出荷先（販売先）」を教えてください。（複数回答可） 

 

その他のご意見 

卸問屋等を通して、最終的にはデベロッパーへ 

自店舗での卸売 

個人への対面販売 

同業者 

業界内問屋 

販売はしていない 
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その他

消費者への直接販売（庭先販売、インターネッ
ト販売、宅配など）

飲食店・食品加工業者などへの直接販売

スーパー・小売店等

農産物直売所（JA直売所、共同直売所など）

卸売市場

JA（農業協同組合）



地産地消の推進や、今後の販路拡大についてどのようにお考えですか。（複数回答可） 
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販路拡大には特に関心がない

インターネット販売やSNSを活用したPRに取
り組みたい

市のブランド認定制度などを活用して、農産物
の付加価値を高めたい

学校給食への食材提供に積極的に関わりたい

市内飲食店やスーパーなどとの直接取引を増や
したい

直売所（共同・個人）やマルシェへの出荷を増
やしたい



市の農業行政全般へのご意見・ご要望がございましたらご記入ください。（自由記述） 

農家からの税収は少ないのかもしれないが、助成補助が欲しいです。 

直売所や市民農園貸出は、良い活動と思いますが、B to C より B to B で商売して

いる人に手助けがあると嬉しいです。 

農業者や消費者のコミュニケーションをとり意見や現状を理解し、川口の農業経営

や農産物のＰＲ活動を含めた幅広い支援、協力、相談窓口や活動を希望します。 

植木、苗木を作っても売れず、管理(剪定・除草等)するだけで大変です。 

生産緑地法などが作られた当時と、現在の日本、川口に必ずしもマッチした事ばか

りとは言えないので、市の単位でルールを変えられる点などは一度見直し時期では

ないかと思います。 

地場産業の植木、花卉では赤字経営が続いている状況で、収益が上がらない。年々

植木畑など管理せず、荒廃農地が増加している。さらに高齢化が進み、後継者も不

足している。新たな農地の土地利用計画することが、近々の課題である。 

法人化した植木造園、土木、建設型農業と、個人経営自宅周辺畑を中心とした生産

農家を別けて考えたほうがよいと思います。 

もっと川口市内農業従事者の現実を見て話を聞いた方がいいと思います。 

後継者がいない、未定の中、今後の農地、調整区域の行く末についてもっと話をし

たいです。 

肥料、農薬、小農機械など、ハウスのビニールや寒冷紗、暖房ハウスの燃油の補助

金を出してほしい。 

 


